クールアース・デー（７月７日）に向けた経済産業省の取組（案）
平成２１年６月１５日
○率先したクールアース・デーへの参加
クールアース・デー（７月７日）を定時退庁日及びノーカー・デーに設定し、職員の定時退庁や公用車の使用自粛を徹底。
※　定時退庁日については、従来から毎週水曜日を全省庁一斉定時退庁日、毎週金曜日を省内定時退庁日しているが、７月７日も定時退庁日を実施。

※　毎月第一月曜日は「ノーカー・デー」として公用車の使用を自粛しているが、７月７日も実施。

○所管団体への周知、取組依頼
所管団体に対して、クールアース・デーに関する情報を提供するとともに、七夕ライトダウンや１人１日１kgＣＯ２削減運動への参加、クールビズやノーマイカーの実施等の取組を依頼。
※　団体への周知・協力依頼文を原課から所管団体へ発出予定。

○使用済携帯電話回収促進キャンペーン
６月３日～７月７日に、地方公共団体、通信事業者及び携帯電話メーカー等と連携して、様々な取組・行事を通じて、使用済携帯電話の回収を国民へ呼びかけ。
※　総務省、環境省と連携。５月２２日にプレスリリース済み。
また、７月１日～７日を目処に、経済産業省内に使用済携帯電話の解体モデル展示等を実施（調整中）。
○「スクール・ニューディール」推進会議の開催
６月１６日に、地方公共団体における太陽光発電の導入をはじめとした積極的な事業化を推進するため、文部科学大臣、環境大臣、経済産業大臣から、各地方自治体の関係者に対して、施策の必要性・重要性及び財政支援の内容を説明するとともに、「スクール・ニューディール」の推進について要請。
※　文部科学省、環境省と連携。６月２日にプレスリリース済み。
○「スクール・ニューディール」＆「地域新エネ」コンベンション
６月１７日～２５日に、学校における太陽光発電・省エネ設備を含めたエコ改修等を実施する「スクール・ニューディール」と地方公共団体による新エネルギーの導入を促進する「地域新エネ」を一体的に推進するため、各地方公共団体の代表、教育委員会等の協力を得て、各地方でコンベンションを開催。
※　文部科学省と連携。６月２日にプレスリリース済み。
○「新エネルギー世界展示会」の開催
６月２４日～２６日に、新エネルギー・再生可能エネルギー全分野をはじめ、エネルギーと環境に関わる主要企業・団体が出展。地球環境保全に貢献する最新の製品・技術・サービス・周辺機器・情報を発信するとともに、クールアース・デーについて周知。

○クールアース・デーの広報
地域において「国民運動」を実施する団体等を通じて、ホームページ等でクールアース・デーのＰＲ活動を実施。
※　昨年は、名古屋市、静岡市、熱海市、石垣市等でＰＲ活動を実施。
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